
 

学 校 だ よ り           
  

令和５年もいよいよ最後の月となり、長かった２学期も残り約２週間となりました。  

本当に時が流れるのは早いものです。朝夕の寒さが厳しくなり、本格的な冬がやってく

るといいたいところですが、寒暖差が大きい毎日で、日々の天気予報に振り回される気が

します。また今年のインフルエンザの流行はインフルエンザ警報を超えるレベルだとか。

インフルエンザだけでなく、様々な風邪症状で欠席したり早退したりする子どもが出てい

ます。体調管理に気をつけていただきますよう、よろしくお願いいたします。 

 

☆ 自分を大切に・周りの人を大切に ～人権週間～☆ 

  

１２月４日から人権週間が始まっています。これは，国際

連合で１９４８年（昭和２３年）１２月１０日に世界人権宣

言が採択されたことに由来します。 

櫛形小学校では、３・４年生が１２月２日（土）に西郊中

学校で行われた「人権フェスティバル」で、「こんな学校だ

ったらいいな～みえフロンティアさんとの交流を通して～」

を発表しました。車いすツインバスケットチームの三重フロ

ンティアズの方々との交流をきっかけに、子どもたちが車い

す体験を通して、自分たちの学校が「車

いすを使っている人たちにとって、安心して生

活できる場所なのか」について考え、「こんな

学校だったらいいな！」と題して、学んだこと

を発表しました。パワーポイントと子どもたち

の発表がぴったり合って、わかりやすい発表

で、他校の子どもたちが食い入るように注目し

てくれていた姿が印象的でした。 

 

いじめ防止！ピンクシャツ運動 

児童会が呼びかけ、全校で「いじめ防止！ピンクシャツ運動」に取り組

んでいます。 

ピンクシャツ運動は、カナダで誕生した「いじめ反対運動」です。ピン

クのシャツを着て登校した少年が「ホモセクシャル」だと言っていじめら

れました。それを聞いた先輩２人が「明日、一緒に学校でピンクのシャツ

を着よう」と呼びかけ、翌日学校では、呼びかけに賛同した数百名の生徒

がピンクのシャツや小物を身に着けて登校。学校中がピンク色に染まり、

いじめが自然となくなったというものです。櫛形小学校では、「ピンクの

紙にいじめ防止のメッセージを

書いて昇降口をピンクにそめよう」という児童会の

呼びかけで、全校で「いじめ防止！ピンクシャツ運

動」に取り組みました。昇降口のガラスに、５７人

のいじめ防止メッセージが貼られています 
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「なずずこのっぺ」が花をつけました。  

７月２０日、終業式の日、殿村にお住いの濱地さんから不思議な植物の苗、名付けて「なずずこのっ

ぺ」をいただきました。３年生の子どもたちが心を込めてお世話をすると、どんどん成長し、今、冬空

に暖かい黄色の花をたくさん咲かせてくれています。職員室の窓から花に手が届きそうです。地域の方

に「珍しい花だね～」と言われると、ちょっと自慢気な子どもたちです。子どもたちの想像をはるかに

超える「なずずこのっぺ」の成長。命のたくましさを感じます。子どもたちも「なずずこのっぺ」のよ

うに、大きく、たくましく育っていってほしいと思っ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

おおいに楽しみました！！ 

１・２年生 遠足  中勢グリーンパーク 
雨で延期になっていた遠足。待ち焦がれていた

子どもたちへのプレゼントのような快晴の中、子

どもたちを乗せたバスは、中勢グリーンパーク

へ。広大な敷地に、魅力的な大型遊具。子どもたちの心は逸ります。約

束を確認した後、他の学校が来ないうちに、まずは大人気の大型スライ

ダーへ。滑っては丘を駆け上り、また滑り・・。滑り飽きるほど滑っても、まだ他の学校は来ません。 

それならば、今のうちに芝すべりゲレンデに。団体なので無料でそ

りを借りられます。そのそりを片手に持って子どもた

ちは、またまた坂を上っていきます。身体のバランス

を上手く取らないとひっくり返ってしまいますが、子

どもたちは工夫しながら果敢に挑戦していました。 

遊びを満喫し、笑顔いっぱいの１日になりました。 

 

 

 

 

 

９月７日 
７月 20日 

12月 1日 

                

 

日時 12 月 12 日（火）  13：30～14：35 

13:30～14:35 

場所 櫛形小学校体育館 

    

文化庁 子ども育成総合事業－巡回事業公演    劇団うりんこ 来校 

文化庁子ども育成総合事業とは・・？ 

文化庁が選定した一流の文化芸術団体による実演芸術の巡回公演を行

い、子供たちに質の高い文化芸術を鑑賞・体験する機会を確保するもので

す。また、芸術家による計画的・継続的なワークショップ等を実施するこ

とにより、子どもたちの豊かな創造力・想像力や，思考力，コミュニケー

ション能力などを養うとともに，将来の芸術家や観客層を育成し，優れた

文化芸術の創造につなげることを目的とした事業です。  

6年生と 4･5年生の有志が、劇に登場し、自分たちで考えたセリフを言

ったり、遊びの場面を演じたりします。アドリブＯＫなので、どんな姿を

見せてくれるか、とても楽しみです。 

 

 


